
令和元年度第４期事業報告書 

（平成 3１年 4月 1日～令和２年 3月 31日） 

Ⅰ 法人の概況 

１． 一般財団法人より公益財団法人あすか財団への移行年月日 

平成 28年 4月 1日 

 

２． 主たる事務所 

当法人は、主たる事務所を東京都杉並区松庵一丁目 8番 32号に置く。 

 

３． 目的  

当法人は、我が国の青少年と主として日本に滞在している外国の青少年との交流及び

相互理解並びに研鑽を深めるための場や機会を提供するとともに創造的、先駆的な教

育の取り組み及び青少年の社会参加を支援する事業並びに我が国のみならず世界で

は、地震・津波・大雨・洪水など自然災害が多発しており、被災地の青少年に対して学

資金等の時宜に適った支援・助成事業を行い、もって社会参加に意欲的で国際社会に

貢献できる青少年の育成に寄与することを目的とする。 

 

４．事業内容 

（１） 我が国の青少年と外国の青少年による体験学習活動の実施 

（２） 我が国の青少年と外国の青少年に奨学金を含む学資金を支給する事業の実施 

（３） 我が国の青少年と外国の青少年による自主的、継続的な学習・交流活動への支援・

助成 

（４） 我が国の青少年と外国の青少年の参加による討論会、講演会等の開催 

（５） 我が国の青少年と外国の青少年の相互理解及び交流の促進に関する情報の収集

及び提供 

（６） その他の当法人の目的を達するために必要な事業 

 

５．所管官庁に関する事項 

内閣府大臣官房公益法人行政担当室 

６． 会員の状況 

種   類 当 期 末 前期末比増減 

賛助会員 0名 0名 

一般会員 0名 0名 

そ の 他 0名 0名 

合    計 0名 0名 



7.  役員等に関する事項 

当財団は、３名の理事うち代表理事１名、監事１名、3名の評議員を置く。 

 

 ８．職員に関する事項 

職 員 数 前期末比増減 平均年齢 平均勤続年数 

男  子 ２名 0名 ― ― 

女  子 １名 １名 ― ― 

合計又は平均 ３名 １名 ― ― 

 

 ９．許認可に関する事項 

    平成 26年 2月 7日 一般財団法人許可基準に関する答申書（府益第１４２号） 

    平成 26年 3月 20日 一般財団法人許可書（府益第６７９号） 

   平成 26年 4月 1日  旧法人解散及び新法人設立登記完了 

   平成 28年 4月 1日  公益財団法人許可基準に関する答申書（府益担第３９０号） 

   平成 28年 4月 1日  一般財団法人解散及び公益財団法人設立登記完了 

 

Ⅱ 事業の状況 

１． 事業の実施状況 

平成 26年 7月     不動産賃貸事業開始 

平成 26年 11月     留学生奨学金支給事業開始 

平成 30年 5月     国内学生奨学金支給事業開始 

令和 2年 3月      独立行政法人国際交流基金事業資金の寄附（賛助会員費 

として） （100,000円） 

令和 2年 3月      社団法人シャンティ国際ボランティア会 SVAアジア子ども 

募金への募金（50,000円） 

     令和 2年 3月      国立青少年教育振興機構応援募金（50,000円） 

 

 ２．重要な契約に関する事項 

  平成 26年 7月 土地建物購入に伴う売買契約及び賃貸借契約書兼保守･管理委託 

契約締結 

平成 27年 4月 事務委託に関する覚書締結 

平成 28年 4月 業務委託に関する契約締結 

平成 31年 2月 賃貸契約書新事務所 

 

 

 



３．役員会等に関する事項 

      理事会 

     平成３１年４月１２日 奨学金給付規定の改正・奨学生選考委員会規定の改正 

     令和元年６月５日  第４期事業報告並びに決算報告 

     令和２年３月１８日  第５期事業計画案及び予算案の承認 

     評議員会 

     令和元年６月２０日 第４期貸借対照表、正味財産増減計算書、財産目録承認 

   4. 収支及び正味財産増減の状況並びに財産の状態の推移 

I. 一般正味財産の部           （単位：千円） 

事 業 年 度 令和元年度 平成３０年度 

当期収入合計 16,873 19,596 

当期支出合計 21,982 27,004 

当期経常増減額 △5,109 △7,408 

法人税・住民税及び事業税 70 70 

当期一般正味財産増減額 3,662 △7,478 

一般正味財産期首残高 93,973 101,465 

一般正味財産期末残高 97,635 93,987 

 

 

II. 指定正味財産の部           （単位：千円） 

事 業 年 度 令和元年度 平成３０年度 

寄附金収入 7,243 0 

基本財産評価損益 △5,361 △339 

当期指定正味財産増減額 △8,224 △351 

指定正味財産期首残高 299,661 300,000 

指定正味財産期末残高 291,437 299,649 

 

III. 正味財産期末残高           （単位：千円） 

事 業 年 度 令和元年度 平成３０年度 

正味財産期末残高 389,073 393,635 

 

5． 附属明細書の作成について 

上記の事業報告に関して、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則第

34 条第 3 項に規定されている附属明細書により、その内容を補足すべき重要な事項は

ありませんので附属明細書は作成しておりません。 



Ⅲ 法人の課題 

当財団は、外国人留学生に対する奨学金の給付を行うことなどによる人材育成と、我が

国の青少年と相互理解を深め、社会参加に意欲的で国際社会に貢献できる青少年の育

成に資することを事業目的としています。 

当年度は、第４期事業計画に基づき、日本の大学あるいは大学院に在学する外国人留

学生並びに今期より新しく国内学生に対する奨学金の給付を行いました。 

    財務面では、基本財産運用益は 847 万円で、運用利回りは年率 3.00%でした。不動産賃

貸収入による事業収益 840万円を合わせた経常収益は 1,687万円でした。 

奨学生に対する支払助成費 767万円等を含む経常費用は 2,198万円となり、当期経常増

減額は、損失 511 万円、法人税等を差引した当期一般正味財産増減額は 366 万円でし

た。 

一般正味財産期末残高は、9,763万円、指定正味財産期末残高は 2億 9,144万円、正味

財産期末残高は 3億 8,907万円でした。 

 

来期以降の課題として、継続した奨学金給付事業を目的とし当財団目的にご賛同頂ける

方々からの寄付金収入の確保とともに、新たな事業分野を開拓し収入源改善を図り、財団

設立の主旨並びに地域社会において国際交流を担う人材の育成など、その目的達成の

為、今後も確実に事業を進めて参ります。 

 

Ⅳ 株式保有の状況 

  該当事項なし 

 

Ⅴ 決算期後に生じた法人の状況に関する重要な事実 

該当事項なし 


